
 

 

                                保護者配布用 R8.4.1 作成 

ひかりの子保育園 一時預かり保育利用案内 
 

 

１ 対象児童 

  １歳５か月から就学前の幼児 

 

２ 利用要件 

(1) 保護者の勤務形態が非定型であるため、一時的に保育を必要とするとき。 

(2) 保護者の疾病、入院、出産、看護、冠婚葬祭等で一時的に家庭での保育が困難になっ

たとき。 

(3) 保護者の育児等に伴う心理的・肉体的な負担の軽減、その他のやむを得ない理由に

より一時的に保育を必要とするとき。 

 

３ 利用手続き 

(1) 一時預かり保育を利用する場合は、最初の利用日の前日までに家族の状況、児童の

生育歴等を記載した「生活調査（一時預かり児用）」を提出し、面談をしていただきま

す。 

(2) 利用申込みは、来園時「一時保育申込書」の提出又は電話により、利用日の前日まで

に行ってください。 

(3) 利用申込みの受付時間は、月曜日から金曜日の午前８時から午後５時までです。 

(4) 電話により利用申込みを行った場合は、利用日当日までに「一時保育申込書」を提出

してください。 

 

４ 保育時間 

一時預かり保育の実施日及び時間は、下記のとおりです。  

曜 日 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

時 間 午前８時３０分～午後５時３０分 

・１月の利用日数は１２日までとします。 

・１日の利用時間は８時間までとします。 

・初めての預かり保育の時間は、担当の保育士と相談の上決定します。 

 ２時間からの慣らし保育をします。 

・利用当日に預かり時間を延長する変更はお受けできません。短縮はできます。 

・園の行事等で一時預かり保育を休む場合があります。 

 

５ 利用料 

利用料は下記のとおりです。お帰りの際に、都度お支払いください。 

 ２歳未満 ２歳 ３歳以上 

１日（４時間を超える） ２,７００円 ２,３００円 １,７００円 

半日（４時間まで） １,５００円 １,３００円 １,０００円 

   ★おつりのないように準備してください。 

 

６ 給食費 

  給食を提供したときは、利用料のほかに給食費３００円をいただきます。 

 ★おつりのないように準備してください 
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７ 一時預かり保育の停止 

  次の各号に該当するときは、保育を停止することがあります。 

(1) 保護者が上記２の利用要件に該当しなくなったとき 

(2) この要項の規定又は保育上の指示に従っていただけないとき 

 

８ 健康 

(1) 薬は、原則としてお預かりできません。 

(2) 体温が３７.５度以上あるときや下痢、嘔吐などで体調が思わしくないときは、お迎

えをお願いします。 

(３) 感染症後、回復して登園する場合は、医師の意見書を提出してください。 

   （保育園玄関に用紙があります。HP でダウンロードもできます。） 

 

９ 持ち物 

・紙パンツ（必要なとき） ・お尻拭き ・タオルハンカチ３枚  

・上ズック（３歳児以上） 

・エプロン（昼食時） ・レジ袋Ａ４サイズ（汚れもの入れ） ・着替え１組 ・コップ 

・コップ袋 ・歯ブラシ ・午睡用バスタオル１枚 ・帽子（ゴム紐付き）  

・敷きパット１枚 ・持ち物を入れるバッグ 

【夏（水遊び用）】・フェイスタオル ・布パンツ ・半袖肌着 

【冬（雪遊び用）】・雪遊び用ウエアー ・手袋          ビニール袋に入れます 

 

１０ 服装・持ち物について 

・衣服、持ち物には、すべてにひらがなで大きく、名前をつけてください。 

 ・パーカーやチュニック、スカートは遊んでいる際、木や遊具引っ掛かり怪我をする可能性が

あるため着れません。 

・衣服、持ち物には、すべてにひらがなで大きく、名前をつけてください。 

・髪の毛を結ぶゴムはシンプルなものにしてください。 

（ビーズ・くるみボタン・すぐ切れるシリコンゴム等は不可） 

・バッグ等に、缶バッチやキーホルダーはつけないでください。 

（乳児の誤飲防止のため） 

 

１１ 利用当日の流れ 

 ・駐車場は北側（アスファルト）・東側（砂利）をご利用ください。 

 避難経路・ロータリーには駐車しないでください。 

・インターホンを鳴らし、「一時保育利用の○○です」とお伝えください。 

他の方と一緒に入らないようお願いします。 

・登園したら事務で受付をしてください。 

・１日の流れ（おやつ・トイレ・給食・午睡）は、在園児と同じです。 

・集団で生活するため、他児とのトラブルの可能性もあります。 

・長時間、泣いている・食べない・飲めない時は、早めのお迎えをお願いします。 

・帰りは、事務でお釣りのないように準備し清算を済ませ各部屋に迎えに行きます。 

 

 


